
労働災害のうち、 4日以上仕事を休まなければならない災害は、年間12万件近くもあり、このう
ち、4割以上の災害は、電ヽ熊誂 む織薇橿社朧麒 。飲徒麗などり F鶴 3次瞳眈どで発生しています。

このため、厚生労働省は、第 3次産業の職場へのR瞼の担当な鰊祠置と蒻鰈で鸞安瞼麗動や鯰罐
イ鶴を促進しています。

職場で|この|ようなこ|とはありま|せんでしたか|'121<労働災害の例>

転倒
急いでいるときや、両手で荷物を抱えているときなどに、
放置された荷物や台車につまずく、濡れた床で滑る など

倉庫に電気をつけずに

入つたとき、放置され

た台車に足がひつかか

り、転任」した。

(62歳 、休業 1か月 )

介護施設内を歩いてい
たとき、電源コ■ドが
足にひつかか駄 転任」
した。

(63歳、休業 2か月)

キッチンを歩いていた
とき、マットが滑り、
転任」した。

(43歳、 イ本業 2か月)

急な動き 。  1重 いものを無理な姿勢で持ち上げた り、移動させたりするときなどに、

無理な動き   |ざ つくり腰ゃ、筋を痛める、くじく など

棚から重い荷物を下ろ
すとき、背伸びして無
理な体勢で受け止めて、
腰をひねつた。

(34歳、 イ本業 3か月)

トイレ介助で、利用者
を持ち上げたら、腰を
痛めた。

.(36歳
、休業 1か月)

フライヤーの油交換作

業のため、油の入つた
一斗缶を持ち上げたと

ころ、腰を痛めた。

(54歳、体業 2か月 )

墜落・転落   :月去「立や、はしごなどの上でノヽランスを崩す、階段で足が滑る など

脚立に乗 り電球を交換

中、ノヽランスを崩 し、

脚立から落下 した。

(32歳 、休業 1か月 )

テニフリレに乗りt飾り
付けをしていたときt

ノヾランスを崩し、転落
した: ‐| ‐

(66歳 t体業 2か月)

商品を運ぶ作業を して

いたとき、階段で足を

滑らせ、転落 した。

(18歳 、休業 3週間 )

その他
「交通事故にあつた」
「刃物で手を切った」

「通路でぶつかった」、
「やけどをした」 など

「 ドアに手を挟まれた」

鍋の湯を捨てようとし
たとき、手が滑つて鍋
を落としてしまい、長
靴の中に湯が入つてや
けどした。
(19歳、休業 3か月)

スイングドアを通ると
き、1荒てて台車を弓|い

たため、台車に足をぶ
つけた。 |

.(47歳
、休業 1か月)

まな板を拭いていたと

き、まな板に放置 して

いた刃物で手を切つた。

(19歳、休業 1か月 )

資酪 厚生労働省・都道府県労働局 。労働基準監督署 (H26.10)



第 3次産業では、
・ 「転倒」
0「急な動き 。無理な動き」
。「墜落 。転落」
。「交通事故 (道路 )」

が多 く、これらが原因で、全体の約

7書」の災書が起きています。

他にも、割れた食器や包丁などで切

つて しまう「切れ」や、熱いものに触

つて しまつた り、お湯をかけて しまつ

た りする「やけど」などもあ ります。

第 3次産業での労働災害の

「事故の型」の内訳 (平成25年 )

出典 :労働者死傷病報告

従業員にとつて、安全で安心な職場をつくることは、利用者へのサービスの質の向上にもなり

ます。
一方、労働災害の原因を放置したままだと、安全で安心に作業をすることができなくて、作業

効率が低下することもあります。

労働災害で仕事を休む人がいると、急に、代わりの人を見つけたり、シフトの変更などをしな

いといけなくなりt他の人にも負担がかかつてしまいます。

労働災害を防ぐためには、
・「職場に潜んでいる危険」などを見つける
・「危険な箇所」などを知らせる
・「月il立や台車」などの使い方を学ぶ

などの「安全活動」をします。

安全活動は、経営者や責任者の責務であるとともに、従業員も全員参加することが重要です。



饉櫻鮨魏 財 浴鰺聰尿漑黎鮨 礫靡饒

饂4Sと |ま 躍轡哩」、 躍書頓」、 購 掃」、 晴 潔」の

ことで、これらを日常的な活動として行うのが 4S活
動です。

は 4S活動は、労働災害の防止だけではな く、作業の し

やすさ、作業の効率化も期待できます。

なお客様の目に触れにくいバックヤー ドも整頓を忘れな

いようにしましょう。

な荷物やゴミなど、物が散らかつている職場や、水や油

で床が滑 りやすい職場は、災害の危険が高 くな ります。

輛V饉靱 憑 跛閾渕顆耗冬鶉黎眩鸞鰈颯

咸KYと |ま「危険 (K)・ 予知 (Y)」 の

ことです。

KY活動は、業務を開始する前に職場で
「その作業では、どんな危険が潜んでい

るか」を話 し合い、「これは危ない」と

いうポイントは対策を決め、作業のとき
は、一人ひとりが「指差し呼称」をして

行動確認します。
な「うっかり」、「勘違い」、「思い込
み」などは安全ではない行動を招き、災
害の原因となります。

仁鶉鸞「兌覺淮綺磯赳仁鶉黎陶儡咎颯

な危険の「見える化」は、職場の危険を可視化

(=見える化)し、従業員全員で共有することです。

KY活動で見つけた危険のポイントに、ステッカーなど

を貼りつけることで、注意を喚起します。
な墜落や衝突などのおそれのある箇所が分かつていれば、

1真重に行動することができます。

慮瞼饂茫 鍮塚魃 赳□彰瑯鯰誂唸鮨瞼膊顆

は「月去「立の正しい使い方」、「腰痛を防ぐ方法」、「器具の正しい操作方法」などを知つていれば、
労働災害を防ぐことができます。

な教育・研修では、「どんな災害が起こっているか」、「どうしたら災害は防げるか」、「正しい
作業手順 (マニュアル)」 はどのような内容かなどを従業員に伝え、教えます。

な朝礼など皆が集まる機会を捉えて教育 。研修を行う方法もあります。

特に、はじめて職場に就しヽた従業員には雇 し`入 担 時 に安 全 教 育 猜 ぅ必要があります。

強袋鍼狡瘍骰鶉 祓脩餘診輻

は安全活動は、経営者や責任者の責務であるとともに、正社員、プヾ―卜、アルバイ ト、派遣にかか
わらず、従業員も全員参力回することが重要です。

は従業員一人ひとりの安全意識を高めるために、朝礼などの場を活用した トップの「安全で安心な
職場づくり」の表明や、チラシ などによる周知などが効果的です。
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労働安全衛生法施行令第 2条第 3号に掲げる業種における安全推進者の配置等に係るガイ ドライン (厚生労働省労働基準局長通達 )

≪餃瞼鰺燎跛晰隕憮鰈饂靱軋枡≫

安全活動は、 「誰かが して くれる」では、

労働災害の防止に効果のある活動はできません。

そこで、「安全の担当者」 =「安全推進者Jを
配置 しましよう。

≪贔瞼隆ぽ骰黎κ飩トゴ薇心鞣瘍尿予顆翔≫

は安全推進者は、事業場ごとに 1人以上配置します。

(一定区域内の複数の事業場に、 1人の安全推進者を配置することもできます。)

警安全推進者を配置したときは、名前を作業場に掲示して、周知します。

な事業主は、安全推進者が活動しやすいように、必要な権限を与えて、能力向上にも配意します。

≪謳瞼蝙斃蝙蜀隧蒻疱勒≫

①職場環境と作業方法の改善に関すること

例 :職場内の整理整頓 (4S活動)の推進、床の凹凸面

の解消など職場内の危険箇所の改善、刃物や台車な

ど道具の安全な使用に関するマニュアルの整備 など

②労働者の安全意識の啓発と安全教育に関すること

例 :朝礼などの場を活用した労働災害防止の意義の周

知・啓発、荷物の運搬などの作業での安全な作業手

順についての教育・研修の実施 など

職場の安全活動については、厚生労働省ホームページをご覧いただくか、最寄りの都道府県労働局、労働基準

監督署の方にお問い合わせ下さい。

<ホームページ>

安全・衛生に関する主な制度・施策紹介

安全衛生関係のパンフレッ トー覧

労働者の安全と衛生の確保について

<ノ くンフレット>

「安全な店舗づ くりの進め方～4S活動で転倒・

「社会福祉施設における労働災害防止のために

「小売業、社会福祉施設における危険の 「見え

転落災害を防ざましょう～」

～腰痛対策 。4S活動 。KY活動～ 」

る化」ツール (危険の見える化関係 )

:安全と衛生の確保

1社会福祉 4S活動

安全活動を推進するため

には旗振り役が必要です

「毯鰺J「骰鰈J

F隧昴』「

安全衛生 見える化


